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議
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木
宗
男
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提
出
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
の
照
合
作
業
の
進
捗
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況
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
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を
送
付
す
る
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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
の
照
合
作
業
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

「
公
約
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
「
公
衆
に
対
し
て
或
る
事
（
政
策
な
ど
）
を
約
束
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

約
束
。
（
出
典

広
辞
苑
）
」
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
公
約
の
実
現
に
努
め
る
責
任
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
年
金
記
録
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
本
年
七
月
五
日
に
年
金
業
務
刷
新
に
関
す
る
政
府
・
与
党
連
絡

協
議
会
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
た
「
年
金
記
録
に
対
す
る
信
頼
の
回
復
と
新
た
な
年
金
記
録
管
理
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
」

（
以
下
「
政
府
・
与
党
取
り
ま
と
め
」
と
い
う
。
）
等
を
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
等
の
措
置
を
講

じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
御
指
摘
の
�
添
厚
生
労
働
大
臣
及
び
町
村
内
閣
官
房
長
官
の
発
言
は
、
第
二
十
一
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
に
お
け
る
遊
説
等
に
お
い
て
、
年
金
記
録
問
題
を
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
に
解
決
す
る
と
の
印
象
を
与
え
る
よ

一



う
な
内
容
の
も
の
が
あ
っ
た
と
の
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
一
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る
遊
説
等
に
お
い
て
、
政
府
・
与
党
取
り
ま

と
め
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
御
指
摘
の
よ
う
な
誤
解
を
与
え

た
と
す
れ
ば
、
遺
憾
で
あ
る
。

二


